山行実施報告書

平成２４年７月３日　

	行き先
	燧ケ岳（2,356m）　  　　　　　　　　　　 ［　所在地：福島県檜枝岐村　］

	実施日/天候
	平成２４年６月２７日（火）　　　天候：　晴れ

	参加者

（氏名）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　７　名　

	コースタイム
	　(マイカー)　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（まないたぐら）
民宿こまどり　＝＝＝　御池　　―――　広沢田代　 ――――　熊沢田代　――――　　俎嵓　――
 　　　　4:30    　　  5:00/ 5:15        6:20 / 6:30     　　   7:20 / 7:30        8:55 / 9:10　
　（しばやすぐら）　　　　(まないたぐら)
　　柴安嵓　―――　　　俎嵓　―――　　　　見晴広場　―――――　長英新道入口　―――
  9:35 / 10:00(昼食)   10:30          11:00  /11:10             13:05   
  ( マイカー)
　　ビジターセンター分岐　――――　　沼山峠バス停　―――　　御池　＝＝＝＝　  東京方面
   　  　13:10    　　　　　　　　   　　14:10 / 14:15　　　　　　　14:35　　　　　　　　  新潟方面     　 　 
    　　　　　（凡例）　＝＝＝　交通機関　、　　　―――　徒歩　、　　　着時刻　/　発時刻

	費　用
	【交通費】 沼山峠　→   御池　(シャトルバス)　500円

【宿泊費】　一泊二食5,500円 、 弁当　700円

【入浴料】　御池ロッジ　500円
御池から車二台（小田、海堀）に別々に分乗、帰路に着いたので交通費に含まず。

合　計　約 7,200円

	所感ほか
	①昨日の会津駒ヶ岳に続き快晴に恵まれた。
②御池から広沢田代までは岩と木の根の急坂が続く。苦労して湿原に出れば雪解けで咲き始めたお花が待っている。オサバグサ、ショウジョウバカマ、水芭蕉、ムラサキヤシオ、ハクサンチドリ
　コイワカガミ、ヒメシャクナゲ、チングルマ、サンカヨウ、エンレイソウ、キヌガサソウ、イワナシ、ミヤマキンバイ、タテヤマリンドウ、ミヤマキンポウゲなど多くの花に出会えた。
③熊沢田代の湿原に出ると、正面に燧ケ岳、背に昨日登った会津駒の勇姿が姿を現す。

④しばらく木道を歩くと本格的な登りとなる。標高差約120ｍの急な雪渓をキックステップで慎重に登る。その後、2回の雪渓を慎重に横断し一登りすると俎嵓山頂だ。
⑤三角点の有る俎嵓、最高峰の柴安嵓からは360度の大展望が得られ感激した。

眼下に尾瀬沼、尾瀬ヶ原が広がり、至仏山、武尊山、皇海山、日光白根、男体山、女峰山、帝釈山、田代山、平ヶ岳、越後三山、会津駒ヶ岳、遠く南アルプス方面に富士山も確認できた。

	一口アドバイス
	①当初計画は沼山峠から長英新道を登り、御池に下る予定だった。　時間の関係で御池からピストンに変更した。

　しかし、結果的に、御池への急な雪渓の下りは危険と判断し、なだらかな長英新道を下る事にした。
残雪の多い時期は俎嵓までの急な雪渓が長く、ガスが出ると沢に迷い込む可能性が有り、下りには使わないのが賢明と思う。

②柴安嵓への登りも急な雪渓が残っていた。直登は勾配が急で無理なのでハイ松沿い慎重に登った。
②海堀は下山後、只見ルートが不通の為、会津若松から磐越道で新潟苗場へ6時間掛けて移動、佐藤博さん他４名は御池ロッジで風呂に入り小田車で帰路に着いた。只見ルートは冬場は工事が出来ず普及の目途が経っていないそうだ。
	情報入手先電話番号等



	
	
	・地形図等　昭文社　山と高原地図14
             「尾瀬」

・尾瀬檜枝岐温泉観光協会

　　　　  　0241-75-2432

・民宿こまどり

　　　　　　0241-75-2082


